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2014 年ノーベル賞　自然科学 3 部門の受賞者決まる
　2014 年のノーベル賞自然科学 3 部門（生理学・医学賞、物理学賞、化学賞）の受賞者が決まった。
　10 月 6 日にスウェーデン　カロリンスカ研究所より生理学・医学賞が、同国王立科学アカデミーから
7 日に物理学賞、8 日に化学賞が発表された。「省エネルギー高輝度白色光源の実現を可能とした高効率
青色 LED の開発」に対して赤崎勇氏、天野浩氏、中村修二氏へ物理学賞の授与が決まった。












































10 月 6 日にスウェーデン　カロリンスカ研究所より生理学・医学賞が、同国王立科学アカデミー
から 7日に物理学賞、8日に化学賞が発表された。以下に受賞者と受賞理由について紹介する。
自然科学 3部門受賞者と受賞理由の概要
科 学 技 術 動 向　2014年 11・12月号（147号）
John O’Keefe：（米・英）ロンドン大学
May-Britt Moser：（ノルウェー）ノルウェー科学技術大学
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1）　“The Novel Prize in Physiology or Medicine 2014―Advanced Information”：
http://www.nobelprize.org/nobel_prizes/medicine/laureates/2014/advanced-medicineprize2014.pdf
2）　Doeller, C.F., Barry, C. and Burgess, N. Evidence for grid cells in a human memory network. 
Nature 2010；463； 657-661.
3）　Ekstrom, A.D., Kahana, M.J., Caplan, J.B., Fields, T.A., Isham, E.A., Newman, E.L. and Fried, I. 
Cellular networks underlying human spatial navigation. Nature 2003；425, 184-188.
4）　Hafting, T., Fyhn, M., Molden, S., Moser, M.B. and Moser, E.I. Microstructure of a spatial map in 
the entorhinal cortex. Nature 2005; 436; 801-806.
5）　O’Keefe, J. and Dostrovsky, J. The hippocampus as a spatial map. Preliminary evidence from

















ままでは n 型であり p 型領域は形成されない。p 型にするためには、亜鉛元素かマグネ
シウム元素の微量添加が必要となるが、それらの元素を加えても水素との複合体を作っ













　19 世紀後半ドイツの Ernst Abbe 氏は、光は波の性質をもつため、極めて近接した 2
点からの発光は重なり合って識別できないとする回折限界の存在を提唱した。Abbe の
式によると、光の半波長以下は解像できない。例えば波長 400 nm の可視光の場合、原
理的に波長の半分の 200 nm 以下は解像不能となる。また現在広く普及している電子顕
微鏡では、原理的には 0.1 nm 以下の高い解像度が得られるが、試料を真空中に入れる必
要があり、生体物質は損傷し観測に適さない。今回、3 氏によって開発された蛍光顕微




術を用いた。赤崎氏らは AlGaN/GaN を、中村氏らは InGaN/GaN および InGaN/AlGaN
のヘテロ接合を用いて、接合界面付近に電子とホールとを閉じ込めた。そして 1994 年に、
中村氏らは量子効率 2.7 ％ の青色発光2）に成功した（図表１）。
　青色を高効率で発光させることができるようになったことから、その光で蛍光材料を
発光させることやあるいは赤色 LED と緑色 LED とを組み合わせることで、白色光源を
得ることができるようになった。現在、白色光源の効率は、300 lm/W 以上に達し、白








1）　H. Amano, M. Kito, K. Hiramatsu and I. Akasaki; Jpn. J. Appl. Phys. 28, L2112（1989）
2）　S. Nakamura, T. Mukai and M. Senoh; Appl. Phys. Lett. 64, 1687（1994）
3）　“The Nobel Prize in physics 2014―Popular Information”：
http://www.nobelprize.org/nobel_prizes/physics/laureates/2014/popular-physicsprize2014.pdf
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顕微鏡と呼ばれ（図表 1）、観測するスポットを取り囲む領域に STED 光を照射するこ




　一方、分子 1 個の蛍光を観測する方法で超高解像度化を実現したのが Betzig 氏で、そ
の基盤となる技術を構築したのが Moerner 氏である。Moerner 氏は、1989 年に単一分
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た単一蛍光分子に波長 488 nm の光を照射すると、分散された単一分子が確率的にまば
らに蛍光を発し、次第に消滅する。このとき発光する単一分子同士は十分離れているので、
隣接する分子の発光は重ならず、200 nm よりはるかに小さい分解能で観測できる。続い









9フォーサイトに関する最新動向ー第 5 回予測国際会議　世界の科学技術予測の現状～社会課題解決に向けて～（開催報告　その 4） 






































フォーサイトに関する最新動向ー第 5 回予測国際会議　世界の科学技術予測の現状～社会課題解決に向けて～（開催報告　その 4） 


























































































フォーサイトに関する最新動向ー第 5 回予測国際会議　世界の科学技術予測の現状～社会課題解決に向けて～（開催報告　その 4） 


















フォーサイトに関する最新動向ー第 5 回予測国際会議　世界の科学技術予測の現状～社会課題解決に向けて～（開催報告　その 4） 



























フォーサイトに関する最新動向ー第 5 回予測国際会議　世界の科学技術予測の現状～社会課題解決に向けて～（開催報告　その 4） 


























































図表 5　ベスト・ワースト両シナリオに出現するキーファクターの一例࣊ࢪࢹࢨࢻ࢛ࣛ ࣭࣠ࢪࢹࢨࢻ࢛ࣛ ࣭࢞ࣆ࢒ࢠࢰ࣭ᢇ⾙ ᆀᇡ࡚ᵾ‵໩ࡈࡿ࡙ᬉཀྵ ᵾ‵໩࠿㐔ࡿ಴ื࡞ᬉཀྵ 㞹ງࢾࢴࢹ࣭࣠ࢠධమⓏ࡞᭩㐲໩ࡈࡿࡒࢾࢴࢹ࣭࣠ࢠ࡞ࡻࡖ࡙↋ណㆉࡡ࠹ࡔ࡞⟮⌦ࡈࡿ࡙࠷ࡾ ࣚ࢕ࣆࢪࢰ࢕ࣜࡡᕝኰ࡞ࡻࡖ࡙࠾ࢀ࠹ࡋ࡙㟀ⅇᚃࡡࣝ࣊ࣜࢅ⥌ᣚ 㞹ງᾐ㈕ኣࡂࡡᶭჹ࡞㐲⏕ࡈࡿ࡙ᬉཀྵ ୌ㒂ࡡᶭჹ࡞ࡡࡲ㐲⏕ 㞹ງንᥦ⣪Ꮔ⿿㏸ᕝ⛤᭩㐲໩࣬ᴏ⦴ྡྷ୕ ࢤࢪࢹ఩΅ࡡࡒࡴ࡞ᾇአ⛛㌷ ⿿㏸⌟ሔ㐘⏕ず├ࡊ࡚ຝ⋙ྡྷ୕ Ὡ⏕࠿୘༎ฦ ◂✪シങᢇ⾙௧አ ࢙ࢾ࣭ࣜ࢟㛭㏻⿿ဗࢅ୯ᚨ࡞ྡྷ୕ ◂✪㛜Ⓠງ఩ୖ࡞ࡻࡽೳ⁣ ᅗ㝷❿ணງࢷ࣭ࣝ࣠ࢠ࡝࡜ࡡᬉཀྵࢅ⫴ᬊ࡞ྡྷ୕ ᖳ๑࡛ን໩࡝ࡊ ࣭࣠ࢠࣚ࢕ࣆࣁࣚࣤࢪࡆࡿࡱ࡚ࡡమโࡡず├ࡊ࡚㏻ᦘ࠿ᶭ⬗ ᚉᮮࡡ㏻ᦘమโ࡚┷ࡡ㏻ᦘࡢᶭ⬗ࡎࡍ ⏐Ꮥᏻ㏻ᦘ
4 日本の事例—SETSUDENプロジェクト
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1）　村田純一、浦島邦子、フォーサイトに関する最新動向―第 5 回予測国際会議 世界の科学技術予測の現状 〜社会課題解
決に向けて〜（開催報告　その 1）、科学技術動向 No.144. p.10-14、2014 年 5 月：http://hdl.handle.net/11035/2922
2）　村田純一、浦島邦子、フォーサイトに関する最新動向―第 5 回予測国際会議 世界の科学技術予測の現状 〜社会課題解
決に向けて〜（開催報告　その 2）イノベーションとビジネスのための予測調査、科学技術動向 No.145. p.4-11、2014
年 7 月：http://hdl.handle.net/11035/2962
3）　村田純一、浦島邦子、フォーサイトに関する最新動向―第 5 回予測国際会議 世界の科学技術予測の現状 〜社会課題解
決に向けて〜（開催報告　その 3）国際機関による予測調査、科学技術動向 No.146. p.5-11、2014 年 9 月：
　　http://hdl.handle.net/11035/2971
4）　フィリピン CEF （Center for Engaged Foresight）：
　　http://engagedforesight.com/tag/unesco-national-commission-of-the-philippines/
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研究センター、2013 年 3 月：http://hdl.handle.net/11035/1197























































































































長期保管・保存という場合、商業活動でいう 5 〜 10
年の「長期」保存と異なり、古典文書や文献と同等
の何十年以上もの期間が対象となる。いわゆる電子
帳簿の取り扱いなどでは 5 年、10 年といった期間を
対象として保管を検討するが、ICSU（International 
Council for Science：国際科学会議）のデータ事業
である、旧 WDC（World Data Centre）や旧 FAGS
（Federation of Astronomical and Geophysical Data 


































ン タ ー（National Bioscience Database Center：
NBDC）13）、 デ ー タ 統 合・ 解 析 シ ス テ ム（Data 





JST-NBDC と大阪大学蛋白質研究所）、DNA Data 
Bank of Japan16）（国立遺伝学研究所）、SSJ データ














員会 WDS（World Data System）のイニシアティ
ブがある。1957-58 年の国際地球観測年を契機に
設置された国際組織 WDC などを前身として 2008
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1）　村山泰啓．林和弘．オープンサイエンスをめぐる新しい潮流（その 1）科学技術・学術情報共有の枠組みの国際動向
と研究のオープンデータ．科学技術動向．2014，146，p.12-17：http://hdl.handle.net/11035/2972
2）　Australian National Data Service：http://www.ands.org.au
3）　EUDAT, European Data Infrastructure：http://www.eudat.eu/
4）　Kimmo Koski, EUDAT BoF Session on e‐Infrastructure for science in Europe, ISC’11, Hamburg, 21 June 2011, 
retrieved from： http://www.prace-ri.eu/IMG/pdf/EUDAT_presentation_ISCBOF_210611_Koski.pdf
5）　Purdue University Research Repository （PURR）：https://purr.purdue.edu/
6）　MetaArchive Cooperative：http://www.metaarchive.org/
7）　DataShare： http://datashare.is.ed.ac.uk/
8）　Edinburgh DataShare Service Level Definition：
http://www.ed.ac.uk/polopoly_fs/1.109008!/fileManager/DataShare-ServiceLevelDefinition-Feb13.pdf
9）　EDINA：http://edina.ed.ac.uk/adout/background.html






15）Protein Data Bank Japan：http://pdbj.org/
16）DNA Data Bank of Japan：http://www.ddbj.nig.ac.jp/
17）SSJDA（Social Science Japan Data Archive）：http://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/
18）Earth System Science Data, the data publishing journal, published by Copernicus Publications：
http://www.earth-system-science-data.net/
19）Geoscience Data Journal, published by John Wiley & Sons Ltd.：
http://onlinelibrary.wiley.com/journal/10.1002/（ISSN）2049-6060
20）Scientific Data, published by Nature Publishing Group, Macmillan Publishers Ltd.：http://www.nature.com/sdata/
21）PLOS ONE：http://www.plosone.org



































































注　国際災害チャーターの英語での正式名称：Charter On Cooperation To Achieve The Coordinated Use Of 
Space Facilities In The Event Of Natural Or Technological Disasters
1 はじめに
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　チャーターは 1999 年 7 月に欧州宇宙機関（ESA）
とフランス国立宇宙研究センター（CNES）が署名
当事者となって憲章を成立させ、2000 年にカナダが
参加し、以後 2014 年までに我が国を含む 12 か国と





供してきた。ALOS の運用終了後、2011 年から 2014
年まで 3 年間にわたって新たな画像を提供できる衛








10 機関が 1 週間ごとの輪番制に参加している。数字
は ESA から始まった場合の標準的な輪番順序を示
















参加機関名 略称 加盟時期 画像を提供する衛星 ECO 輪番
欧州宇宙機関 ESA 1999 年 7月 Sentinel 1
フランス国立宇宙研究
センター
CNES 1999 年 7月 SPOT、Pleiades 2
カナダ宇宙庁 CSA 2000 年 10 月 RADARSAT 6
インド宇宙研究機関 ISRO 2001 年 9月 Resourcesat、Cartosat 8
米国海洋大気庁 NOAA 2001 年 9月 GOES、POES 未参加
アルゼンチン国家宇宙
活動委員会
CONAE 2003 年 7月 SAC-C 5
宇宙航空研究開発機構 JAXA 2005 年 2月 ALOS-2 3
米国地質調査所 USGS 2005 年 2月 LANDSAT-8 未参加
英国 DMC インターナショ
ナル・イメージング
DMCii 2005 年 11 月 UK-DMC 7
中国国家航天局 CNSA 2007 年 5月 風雲・実践・資源・高分 4
ドイツ航空宇宙センター DLR 2010 年 10 月 TerraSAR-X、TanDEM-X 9
韓国航空宇宙研究院 KARI 2011 年 7月 KOMPSAT-2 10
ブラジル宇宙研究所 INPE 2011 年 11 月 CBERS 未参加
欧州気象衛星機構 EUMETSAT 2012 年 7月 Meteosat、MetOp 未参加
ロシア連邦宇宙庁 ROSCOSMOS 2013 年 8月 Resurs、Kanopus、Meteor 未参加
設立経緯と参加機関2-1
2 国際災害チャーターの活動の枠組み
























事保護局のほか、欧州各国の国ごとに 1 つか 2 つあ
り、30 か国 1 機関で 33 の AU が存在する。ほとん
どが政府の災害対策実施機関である。全世界では図
















参加機関名 略称 画像を提供する衛星 
台湾国家太空中心 NSPO FORMOSAT-2 
（米国民間）ディジタルグローブ Worldview、IKONOS 
ナイジェリア宇宙開発機関 NASRDA Nigeriasat 





科 学 技 術 動 向　2014年 11・12月号（147号）
26
　2001 年から 2014 年 9 月 18 日までに計 434 件の
チャーター発動があり、年毎、災害種類毎の件数を図








30-40 件の範囲であるが、2010 年は 50 件以上と突出
している。2014 年は 9 月までで 34 件あり、1 年間に
換算すると 45 件程度のペースである。




除く 9 か国 1 機関が 1 週間交代の輪番制で ECO を






















大学院（Asian Institute of Technology：AIT）、フィ
リピン、インドネシアにも有資格者がいる。我が国
で発動した 6 件の災害の PM を務めたのは、JAXA
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国際災害チャーターの活動動向―外国の災害に対する国際的な衛星画像提供枠組みの拡大―






















地域 国数 件数 件数の多い国
アジア 25 144 中国：16回
中南米 22 94 チリ：15回
欧州 18 47 フランス：10回
アフリカ 26 47





















2000   2002   2004   2006   2008  2010 2012   2014（9月まで）
4 我が国における国際災害チャーター発動事例








年 月 日 災害種類 被害状況 発動者 プロマネ 主な衛星画像
2008 7 23 岩手県の地震 99 名負傷 内閣府 JAXA RADARSAT-1(加)






2011 7 30 新潟県・福島県の洪水 約 10万人に避難勧告 ADRC AIT TerraSAR-X(独)




2013 7 29 山口県・島根県の洪水 行方不明者多数 ADRC AIT SPOT-5(仏)
2013 10 16 伊豆大島の地滑り 死者 14 名、2万人避難 内閣府 AIT ALOS(日)
画像取得年月日 地域・被害 画像取得衛星 画像提供者 地図作成者
2011 3 12 宮城県の津波被害 RADARSAT-1、-2(加) MDA（カナダ） UNITAR/UNOSAT
2011 3 12 宮城県の津波被害 TerraSAR-X(独) DLR ZKI
2011 3 12 福島県勿来の津波被害 RapidEye(独) RapidEye AG JAXA
2011 3 13 釜石市の浸水被害 SPOT-5(仏) Spot Image JAXA
2011 3 13 浦安市の液状化 Formosat-2(台湾) Spot Image JAXA



































































































































出典：第 5 回青年千人計画採用予定者データ（2013 年 11 月 6 日公表）より筆者らが集計
図表 1　採用予定者の年齢別、性別分布
　青年千人計画はこれまでに 5 回の公募が行われ
ている。本稿では 2013 年 11 月 6 日に公表された第








みると、28 歳から 40 歳までの研究者が含まれてお
り、33 歳をピークに 30 代半ばの研究者が多くを占










○中央財政から海外招致人材に 60 万 RMB/1 人の
一括補助金（国家奨励金とみなし、個人所得税を
免除する）を与える。

























































米国が 164 名（41％）、中国が 153 名（38％）と多く
を占めている。次いで、シンガポール 15 名、香港
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採用予定者の研究場所2-2





出典：第 5 回青年千人計画採用予定者データ（2013 年 11 月 6 日公表）より筆者らが集計
注）中国で学位を取得した 153 名を除く 245 名を分析対象としている。研究実施機関は 398 名を分析対象
としている。また、3 名以上が該当する場合のみ表示した。UC はカリフォルニア大学の略である。
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図表 6　採用予定者 398 名のキャリアパス分析結果



































計画に採択され、2014 年 3 月に浙江大学機械工学
科の教授に 34 歳の若さで就任した。劉氏は、2003
年から高知工科大学が開始した博士課程学生に対
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図表 7　学位取得大学または研究実施機関が日本である研究者
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